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前略 平素は組合活動に格別のご協力を頂き誠にありがとうございます。 

 近年、暴風雨や竜巻、台風など世界各地区で異常気象が多発しており、様々な産業に様々な影響を与えている

ことは言うまでもなく、我業界の売上にも影響を及ぼす気象については無関心でいることは出来ません。 

そこで人材開発委員会では、普段何気なく見ている天気図の見方、天気図からわかる気候の予想や中長期予報

について、また、過去の気象庁観測データと過去の衣料品販売データをマッチングして出た結果から見る販売予

測等についての研修会を開催致します。研修終了後、各社の取扱い商品と気象データを組み合わせることで見え

てくる情報を、今後の販売戦略のひとつとしてご活用頂ければ幸いと存じます。 

ご多忙とは存じますが、是非この研修会に参加頂きますようよろしくお願い申し上げます。なお、準備の都合

上、2月 20日（木）までに織商事務局まで FAX（211-1976）にてお申込み下さい。 

草々 

記 

 

日 時   平成 26年 2月 26日（水） 午後 6時 30分～8時 

場 所   京都産業会館 2階 KPC第 3研修室 

内 容   第 1部：天気図の見方と中長期予報の基本知識について 

講師 京都地方気象台 

      第 2部：ビジネスに気象情報を活用してみませんか？ 

          講師 （一社）日本アパレル・ファッション産業協会 参事 川口輝裕氏 

 

 

気象情報活用研修会参加申込書 

平成 26年 2月 26日（水）に開催する研修会に参加します。 

会社名 
 

 

参加者名 

 

 

 

 

京都織物卸商業組合 人材開発委員会宛   FAX№ 211-1976 


